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【論文要旨】
1、本研究の目的
　近年、メディアをはじめ様々な場面で「スピリ
チュアリティ」の語を耳にするが、1998年にWHO
の健康定義に関する議論があったことも含め、こ
の概念は大きな関心事であり宗教や医療、心理学
や哲学などの多様な分野での研究が積み上げられ
つつある。
　本研究の課題は、医療におけるスピリチュアリ
ティに着目し、中でも疾病回復におけるスピリチ
ュアルケアの有用性について分析を試みることで
ある。これまで医療分野におけるスピリチュアリ
ティ研究は、もっぱらターミナルケアや緩和ケア
などの終末期医療における死に直面した患者を対
象に研究が積み上げられてきた。しかし、スピリ
チュアリティの概念の適用は、死に直面した人に
限ったものではなく、それ以外の人々にも有効で
あること、そしてその視角からの研究が急務であ
ることを多くの研究者が指摘している。だが、そ
うであるにもかかわらず、あまりその分野の研究
には着手されていないのが現状である。現在、慢
性疾患罹患者や高齢者にもスピリチュアルペイン
があることが注目されつつあるなか、終末期医療
患者ではなく、慢性疾患罹患者からアプローチを
試み、疾病回復におけるスピリチュアルケアの有
用性を検証する。
2．論文の構成
　第1章で先行研究の分析を行い、第2章では身
体的な生命の危機を伴わない患者であるアトピー
性皮膚炎（＝AD）に罹患した人々994人を対象に
量的調査を実施し、そこに全人的苦痛がありスピ
リチュアルペインが存在することを検証した。第
3章でも量的調査の結果からAD患者の苦痛を軽減
させる要因があると想定される医療法人修命会土佐
清水病院の治療環境を社会学的に分析し、疾病回復
におけるスピリチュアルケアの幅広い有用性を検証
した。第4章では事例研究を通じて、より具体的に
「痛みとその軽減」過程を浮き彫りにした。
3．分析方法と結果
　ADの痛みの検証一先行研究にてスピリチュアル
ペインとして定義されている16項目の設問を用い
AD患者が感じている具体的な痛みの抽出を試みた。
因子分析（主因子法、16項目のうち因子負荷が0．40
以上、2因子にまたがってα4以上の負荷を示すも
のを除去。14項目にて再度因子分析。固有値以上、
バリマックス回転）を行い、第1因子は〔超越的存
在・憤り〕、第2因子は〔自己の内方向への痛み〕に
関する因子の2因子が抽出された。
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　意識調査にて得られた455件の自由記述を内容
別にラベル名を付けカテゴリー化した。先行研究
におけるスピリチュアルペインとの関連性を検証
した結果、①身体・身体症状に関わるつらさ②心
に関わるつらさ③日々の生活に関わるつらさ④未
来に関わるつらさ⑤人との関わりのつらさ⑥関わ
りへの気遣い⑦複合的なつらさ⑧なぜ・どうして
等の問いの8つのカテゴリーに分けられた。
　痛みの軽減要因の検証一先行研究にてスピリチ
ュアリティに作用を及ぼすもの、スピリチュアル
ケアの要因となり得るものと定義されている30項
目の設問を用い、対象病院での治療経験者が感じ
ている具体的な痛みの軽減要因の抽出を試みた。
平均が極端に大きい5項目等を除外し因子分析
（主因子法、因子負荷が0．40以上の23項目を選出、
固有値1以上、バリマックス回転）を行なった。
第1因子は〔内なる心の変化・きっかけ〕、第2因
子は〔非日常での平穏〕、第3因子は〔孤独からの
解放〕、第4因子は〔身体回復との関係〕、第5因
子は〔医療者との関わり〕、第6因子は〔地域と
の関わり〕に関する因子の6因子が抽出された。
また、「1．大自然に癒された」は全体の94．5％、
「30．空気の良さを体感した」は全体の96．4％にも
上がっており、因子分析からは除外された項目で
はあるが、対象病院における「医学的治療以外に
何か精神的に良いもの」としては、〔自然との関
わり〕が大きな要因のひとつとなっていると捉え
ることができる。つまり、本分析の結果、因子分
析により抽出された6つの因子と〔自然との関わ
り〕が、対象病院における精神的に良いと感じら
れる要因であることが明らかになった。
　意識調査にて得られた159件の自由記述を内容
別にラベルを付けカテゴリー化した。先行研究に
おけるスピリチュアルケアとされる要素との関連
性を検証した結果、〔A．自然との出会い〕〔B．日常
の日々からの解放〕〔C．人との出会い〕〔D．生きて
いる時間の感覚〕〔E．痛みのやわらぐ生活環境〕
〔F身体の回復〕〔G尤・のおちつき〕〔H．ケア者との
かかわり〕の8つのカテゴリーに分けられた。
4．結論
　上記3．の分析結果から、AD患者の痛みにはスピ
リチュアルペインに相当する要因が存在してお
り、かつその軽減要因を明らかにすることで対象
病院の治療環境にはスピリチュアルケアの要素が
存在していると判断でき得る結果が得られた。
　また痛みとその軽減要因のカテゴリーを用いて
面接調査を考察し、AD患者に生じているスピリチ
ュアルペインの現状とスピリチュアルケアの過程
を実証した。
　AD患者の痛みは先行研究におけるスピリチュア
ルペインとされている要素に一致し、全人的苦痛
と捉えることができる結果が得られた。またその
全人的苦痛を軽減させるためには、スピリチュア
ルケアの要素が有用であり、患者のスピリチュア
ルペインとなる要因の緩和を可能とさせる治療環
境の存在が、患者にとってはスピリチュアルケア
となることが示唆された。AD患者に生じる痛みの
詳細な分析およびその軽減要因の分析を行うこと
により、疾病回復におけるスピリチュアルケアの
有用性が考えられ、スピリチュアルケアの概念は
死に近い人々のみを対象としたものではなく、あ
らゆる場面で活用されるべきものであるという可
能性が見出された。
【審査および最終試験の報告】
　近年「スピリチュアリティ」の語は、多様な概
念を有してマスメディアをはじめとするあらゆる
分野で使用されている。それゆえ不確かな印象か
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らこの種の研究に積極的な意味を見出さない人も
いる。がしかし社会学的にみれば使用頻度の高い
用語は、それだけ現代社会を映し出しているキー
ワードとも言える。1998年にはWHOの健康定義に
あえて加わるなど、この概念が現代社会を解読す
るうえで重要なキーワードであることは間違いな
いだろう。
　すでにスピリチュアリティの概念は宗教学・宗教
社会学・医学・医療・医療社会学、さらには心理学
や哲学の領域でも用いられ、研究が積み上げられて
いる。なかでも大網論文は、医療におけるスピリチ
ュアリティに着目した。心療内科等の精神面を扱う
ものは別として、その他の疾病において身体的治療
に偏ってきた医療が、近年、心理的側面にも注目し
始めてきたところに、この「スピリチュアルケア」
の位置づけがあり、その有用性を検証しようとする
大網論文の研究内容は、こういった医療の流れの中
で今日的な意味を持っている。
　さらに大網論文の評価は、次のようなところに
もある。これまで医療分野におけるスピリチュア
リティ研究は、もっぱらターミナルケア・緩和ケ
アなど終末期医療における死に直面した患者を対
象に積み上げられてきた。そのなかで多くの研究
者が、死に直面した人だけでなく、その他の疾病
への適用にも有用であることを指摘している。に
もかかわらず、その分野の研究はあまりされてこ
なかった。大網論文はまさにここに切り込んでい
る。すなわち慢性疾患（アトピー性皮膚炎＝AD）
罹患者へのアプローチを試み、疾病回復における
スピリチュアルケアの有用性を検証したところに
本研究の特徴がある。
　さて具体的な研究であるが、それは徹頭徹尾、
実証的な論証を行っている。まず先行研究の分析
を行い、そこで「スピリチュアルペインの構造」
を確認した（］章）。先行研究がスビリチュアル
ペインとして定義している16項目の設問を用い、
アトピー性皮膚炎に罹患した人々を対象に量的調
査を実施し、AD患者が感じている具体的な痛みの
抽出を試みている。そこにスピリチュアルペイン
の構造をなす全人的苦痛が存在することを検証し
た（2章）。
　さらに、その量的調査の結果からAD患者の苦痛
を軽減させる要因があると想定される医療法人修
命会土佐清水病院の治療環境を分析し、痛みの軽
減要因の検証を行い、疾病回復におけるスピリチ
ュアルケアの有用性を検証した（3章）。また事
例研究から、より具体的に「痛みとその軽減」過
程を浮き彫りにしている（4章）。
　AD患者に生じる痛みの詳細な分析およびその軽
減要因の分析を行い、スピリチュアルケアがAD患
者のような慢性疾患罹患者にも有用であるという
結論を導き出した。
　上記の調査は、予備調査（有効回答77名）を行
って、そこから得られた知見を踏まえた上で、本
調査（有効回答647名）を実施し、その本調査も
横浜、名古屋、土佐清水の3箇所で実施している。
これら慎重な調査手順と、十分な倫理的配慮がな
されている点なども考慮して、本論文は修士論文
として十分評価できるものと判断する。
　　　　　　　　　　　　　　（主査　井上治代）
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